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正則化法とベイズ	
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事後分布は正規分布	
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分散 σ2	 分散 λ-1	

事前知識の確信度	データの質・情報量	

データは高品質、事前知識は曖昧	 σ2: 小、λ-1: 大 （λ: 小）	

データは情報量小、事前知識は確度高	 σ2: 大、λ-1: 小 （λ: 大）	



自然共役事前分布	

パラメータの事前分布	 )(θp が属する分布族を	ℑ と書く。	

例えば、	 { }Σµ ΣµΣµ Θ∈Θ∈=ℑ ,|),(pN

このとき、ある尤度に対してパラメータの事後分布	
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もまた	ℑ に属するとき、	 )(θp を自然共役事前分布と呼ぶ。	



対応表	

尤度	 自然共役事前分布	

正規分布	 正規分布（平均パラメータ）	

逆カイ２乗分布（分散パラメータ）	
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二項分布	
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ベータ分布	
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多項分布	 ディリクレ分布	

Bayesian	  networks	  で重要（「情報科学とバイオインフォマティクス」で講義）	

Beta(α, β)	
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データの情報が	  
入った	



ベータ分布	
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線形重回帰モデル	

データ：	(xi1, xi2,..., xip, yi )
線形重回帰モデル：	

iippii xxxy εββββ +++++= 222110

y	  を説明（予測）するための変数が p	  個あるが	  
どれが必要なものであろうか？	

統計的モデル選択	



尤度とモデルの複雑さ	

L(! )

モデルに取り込む変数の数	  
（モデルに含まれるパラメータの数）	



情報量規準	
基本となる考え方：	

データ：	 ‐ 想定したモデル	

データを生成した真の分布：	 ‐ 未知	

最尤法により推定されたモデル：	

	  f ( x |θ )	   の距離が近いほど良いモデル	
^ 
と		  g ( x )	  

	  f ( x |θ )	  ^ 

M	
 	  f ( x |θ )	  ^ 

	  g ( x )	  

x1, x2,..., xn ~	  	  f ( x |θ )	  

g( x)	  



AIC、TIC	  
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竹内	  (1976)	   ‐      は最尤推定量	θ̂
Note:	  	   )()|(; ** xgxf =Θ∈∃ θθ ⇒	  	  TIC = AIC 
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